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はじめに
M.シェーラーの共感論について





































自身に明白になる。 r考える」ことや「想像する」ことは、また「空想J (fancy)(S 10， 6~こも言われ
ているし、 「想像による幻想(il1usion)J(S 13， 12)とすら述べられている。私たちは他者の境遇に身を
おき、他者がどう感じているかを「考え」、 「想像し」、 「空想し」、時にはそれについて「想像に
よって幻想」すら抱くとき、その他者の感情を理解することができる。ここで「理解する」とは、私
































































































































然に私が表現する情念が結びつく J(L 1 718)。他者の怒りの表情を模倣することによって私は私の
怒りの情念を感じている。その時、私は模倣によって知った私の情念を、他者の表情の中に移し入れ
て考えている。すなわち「情念は表情の中に移し入れられ考えられている(hineingedacht)Jものであ
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I : Der Formalismus in der Ethik und die materiale Werte出ik，GW2，Bem，1980 
vn : Wesen und Formen der Sympathie，GW7，Bem，1973 
V : Vom Ewigen im Meschen，GW5，Bem，1968 
6) リップスからの引用は下記のように L1、LII、LIII、およびページ数で記す。
L 1 :Das Wissen von企emdenIchen， Psychologische Untersuchungen， 1907 
L I :Die ethischen Grund企agen，Leipzig，1927(1899) 

















12) A.R.Luther，Persons in Love，A Study of Max Scheler's Wesen und Formen der Sym凹thie，TheHague，1972， p.123，161他。この文献
の引用は、以下では Lu出.、及びそのページ数で記す。
13) 後述するように、共感がそれ自体としては「価値無記的」であることからすると、上記の諸機能・作用の中に共感を入れ
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ることはふさわしくないし、シェーラーの意図もそこにあると考えられる。しかし、共感を倫理的に価値あるものと考え、共
感を積極的に解する場合、含めることがよいように思われる。ルーサーは共感を常に積極的に解釈しているから、共感を含め
ているのである。
14) 共感が「作用」の側面があることは、次回に公表を予定している小論で、共感を愛と比較検討するときに、いっそう明白に
なるであろう。
15) なお、共感自体の価値については次のように言われている。共感すること自体の価値は「それ自体で成り立つJ(羽 144)。共
感がたとえば行為に現れて初めてその価値が実現されるというものではない。
16) シェーラーの人格論については様々な論議がなされているが、私たちは別な機会に検討したいと思っている。なお、この点
に関する三輪健司氏の「シェーラーの人格論J (理想、 1974，No.493)は評価にされるべきものと思われる。
17) 共感の一元論的解釈がここから拒否されるし(vgl.Vl78)、Syrn関白ieを「同感」と訳すのも適切ではない。
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